
　

菓
子
缶
メ
ー
カ
ー
の
大
阪
製
罐
㈱
（
東
大

阪
市
岩
田
町
）
は
、
敷
地
内
に
「
カ
ン
カ
ン
工

場
の
草
場
の
カ
フ
ェ
」
と
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

集
団
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
」
の
作
品
「
風
と
雨
と
太

陽
の
草
原
」
を
昨
年
10
月
オ
ー
プ
ン
。
国
内

だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
来
客
が
あ
る
同
ス

ポ
ッ
ト
は
、
元
々
駐
車
場
等
に
使
用
し
て
い
た

土
地
３
０
０
坪
に
新
設
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
内
、

１
０
０
坪
が
新
工
場
と
カ
フ
ェ
、
残
り
２
０
０

坪
が
ア
ー
ト
作
品（
草
原
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
般
の
人
に
と
っ
て
閉
鎖
的
な
工
場
を
、

地
域
活
性
化
の
た
め
、
社
会
や
地
域
に
開
か

れ
た
存
在
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
時
、
知
人

の
紹
介
で
チ
ー
ム
ラ
ボ
と
出
会
い
、
草
原
を
生

か
し
た
誰
で
も
ア
ー
ト
に
触
れ
ら
れ
る
空
間

を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
清
水
社
長
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
チ
ー
ム
ラ
ボ
が
提
唱
す
る

「
環
境
現
象
（
環
境
に
よ
っ
て
現
象
が
生
ま
れ
、

現
象
そ
の
も
の
で
作
品
の
存
在
が
生
ま
れ
る
こ

と
）」
で
、
自
然
や
天
候
を
活
用
し
た
様
々
な

仕
掛
け
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
草
原
に
設
置
さ

れ
た
「
太
陽
の
階
段
」
は
自
動
で
ミ
ス
ト
状
の

水
が
噴
射
さ
れ
、
天
候
や
時
間
な
ど
条
件
が

揃
っ
た
時
に
上
る
と
、
目
の
前
に
丸
い
虹
が
出

現
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
の
廃
材
で
で
き
た
岩
石
を

一
面
に
広
げ
た
エ
リ
ア
で
は
、
日
中
は
太
陽
の

煌
め
き
、
夜
は
人
の
動
き
や
雨
に
反
応
し
て

色
が
変
わ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
、
時
間
帯
や
天

候
で
様
々
な
作
品
が
生
ま
れ
る
。
店
内
で
提

供
さ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
は
兵
庫
県
武
庫
之
壮
の

人
気
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
「
リ
ビ
エ
ー
ル
」
の
西 

剛

紀
氏
が
監
修
。
自
然
が
織
り
な
す
幻
想
的
な

ア
ー
ト
を
眺
め
な
が
ら
の
至
高
の
カ
フ
ェ
タ
イ

ム
を
堪
能
し
て
み
て
は
。

所
在
地
：
東
大
阪
市
若
江
東
町
１
‒
１
‒
15

営
業
時
間 

昼
カ
フ
ェ
：
10
時
か
ら
15
時
30
分

　
　
　
　

 

夜
カ
フ
ェ
：
18
時
か
ら
21
時
30
分

定
休
日
：
火
・
水

チ
ー
ム
ラ
ボ
監
修
の
新
ス
ポ
ッ
ト
が
工
場
街
に
誕
生

チ
ー
ム
ラ
ボ
監
修
の
新
ス
ポ
ッ
ト
が
工
場
街
に
誕
生

　
自
然
や
天
候
が
織
り
な
す
ア
ー
ト
が
堪
能
で
き
る
カ
フ
ェ

　
自
然
や
天
候
が
織
り
な
す
ア
ー
ト
が
堪
能
で
き
る
カ
フ
ェ

 
　　 

東大阪
View

▲店内から見える夜の草原風景▲店内から見える夜の草原風景
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